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別
表
第
五
第
八
号
の
二
中
「
判
定
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
保
育
士
の
登
録
」
を
加
え
、

同
表
中
第
十
号
の
十
一
を
第
十
号
の
十
二
と
し
、
第
十
号
の
三
か
ら
第
十
号
の
十
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

十
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
三

介
護
保
険
法
に
よ
る
同
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
に
関
す
る
事
務
で
あ

つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

（
通
関
業
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

通
関
業
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
「
記
名
押
印
さ
せ
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
さ
せ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を「（
記
名
等
の
効
力
）」に
改
め
、
同
条
中
「
記
名
押
印
」
を
「
記
名
」
に
改
め
る
。

（
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
都
市
再
開
発
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
中
第
八
項
を
第
十
項
と
し
、
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、同
条
第
四
項
中「
前

項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術

を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
り
議
決
権
及
び
選
挙
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
定
款
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
組
合
員
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
提
出
に
代
え

て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
当
該
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
組
合
員
は
、
当
該
書
面
を
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

５

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
電
磁
的
方
法
（
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
を
除

く
。）に
よ
る
提
供
は
、
組
合
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
が
さ
れ
た
時
に
当

該
組
合
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
十
二
条
第
四
項
中
「
前
条
第
六
項
」
を
「
前
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
三
項
及
び
第
三
十
五
条
第
四
項
中
「
第
四
項
ま
で
及
び
第
六
項
」
を「
第
六
項
ま
で
及
び
第
八
項
」

に
改
め
る
。

（
農
住
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

農
住
組
合
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

組
合
員
は
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
を
も
つ
て
す
る
議
決
権
の
行
使
に
代

え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で

あ
つ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
り
議
決
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
議
決
権
を
行
う
こ
と
が
定
款
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
代

理
人
は
、
当
該
書
面
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
お
い
て
証
す
べ
き
事
項
を
当
該
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
代
理
人
は
、
当
該
書
面
を
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
除
く
。）が
」
を
「
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
議
決
権
を
行
う
こ
と
が
定
款
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
組

合
員
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
当
該
電
磁
的
方
法
に

よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
合
員
は
、
当
該
書
面
を
提
出
し
た
も
の
と
み
な

す
。

４

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
電
磁
的
方
法
（
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
を
除
く
。）に

よ
る
提
供
は
、
組
合
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
が
さ
れ
た
時
に
当
該
組
合

に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
十
二
条
第
四
項
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
第
九
十
七
条
第
一
項
第
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
中
「
提
出
し
て
」
を
「
提
出
し
、
又
は
提
供
し
、」に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
中
「
決
算
報
告
書
」
を
「
決
算
報
告
」
に
、「
提
出
し
て
」
を
「
提
出
し
、又
は
提
供
し
、」に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
一
項
第
十
一
号
中
「
に
記
載
す
べ
き
」
を
「
又
は
電
磁
的
記
録
に
記
載
し
、
若
し
く
は
記
録
す
べ

き
」
に
改
め
、「
記
載
せ
ず
」
の
下
に
「
、
若
し
く
は
記
録
せ
ず
」
を
、「
の
記
載
」
の
下
に
「
若
し
く
は
記
録
」
を
加

え
る
。

（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
が
あ
つ
た
事
項
を
社
会
福
祉

士
登
録
簿
に
登
録
す
る
と
と
も
に
、
当
該
届
出
を
し
た
社
会
福
祉
士
に
対
し
、
登
録
の
変
更
を
証
す
る
書
類
を
交

付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

組
合
員
及
び
総
代
は
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
を
も
つ
て
す
る
議
決
権
及

び
選
挙
権
の
行
使
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
議
決
権
及
び
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
議
決
権
及
び
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
定
款
で
定
め
ら
れ
て

い
る
と
き
は
、
代
理
人
は
、
当
該
書
面
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
お
い
て
証
す
べ
き
事
項
を
当
該
電
磁
的

方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
代
理
人
は
、
当
該
書
面
を
提
出
し
た
も
の

と
み
な
す
。

第
百
四
十
六
条
第
四
号
中
「
若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
若
し
く
は
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
三
十

一
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
三
十
一
条
第
八
項
」
を
「
第
三
十
一
条

第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
七
条
中
「
第
三
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律

第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
三
項
中
「
第
五
項
ま
で
及
び
第
八
項
」
を
「
第
七
項
ま
で
及
び
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
第
四
項
中
「
第
七
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項
」
を
「
第
九
項
、
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め

る
。第

四
十
九
条
第
六
項
中
「
第
三
十
八
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
七
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

組
合
員
及
び
総
代
は
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
を
も
つ
て
す
る
議
決
権
及

び
選
挙
権
の
行
使
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技

術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
議
決
権
及
び
選
挙
権
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
二
十
条
第
一
号
中
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
一
条
第
二
号
中
「
第
三
十
二
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。
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